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敦
賀
市
で
は
、
お
お
む
ね
20
年
後
の
都
市
お
よ
び
地
域
の
将
来
像
や
土
地
利
用
な

ど
の
方
針
を
示
す
「
敦
賀
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
敦
賀
市
総
合
計
画
な
ど
に
即
し
、
ま
た
、
敦
賀
市
立
地
適
正
化
計

画
の
ほ
か
、
交
通
・
景
観
・
防
災
な
ど
の
関
連
す
る
計
画
と
も
整
合
性
を
図
り
、
個

別
具
体
的
な
都
市
計
画
の
方
針
を
示
す
も
の
で
す
。

施
し
ま
す
。

■
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

■
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

　

新
計
画
で
は
、
次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
目
玉
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

①
敦
賀
市
立
地
適
正
化
計
画
と
整
合
性
を

図
り
、
中
心
市
街
地
や
新
市
街
地
（
市
役

所
周
辺
）
に
都
市
機
能
を
集
約
し
、
居
住

を
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

②
市
街
地
郊
外
部
の
遊
休
農
地
な
ど
の
有

効
活
用
や
、
高
速
交
通
網
を
活
か
し
た
産

業
の
向
上
を
図
る
た
め
、
郊
外
部
に
お
け

る
工
業
系
土
地
利
用
の
方
向
性
を
示
す
。

③
計
画
の
対
象
範
囲
を
「
行
政
区
域
全

域
」
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
10
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
す
。

■
策
定
の
背
景

■
策
定
の
背
景

　

敦
賀
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
平
成
21
年
に
改
訂
し
、
令
和
２
年
を

も
っ
て
目
標
年
次
を
迎
え
た
た
め
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
や
方
針
を
示
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
お
い
て

も
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
る
中
で
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社

会
経
済
環
境
に
対
応
で
き
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
計
画
の
概
要

■
計
画
の
概
要

　

計
画
の
対
象
範
囲
は
、
都
市
計
画
区
域

を
中
心
と
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
区
域
全
域

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
の
目
標
年
次
は
令
和
22
年

と
し
、
令
和
12
年
頃
に
中
間
見
直
し
を
実

■
計
画
の
構
成

■
計
画
の
構
成

　

こ
の
計
画
は
、
左
図
の
よ
う
に
序
章
か
ら

第
５
章
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
設
計
図

敦
賀
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

序章「都市計画マスタープランとは」序章「都市計画マスタープランとは」
・計画策定の目的、位置付け、構成

および策定体制を示す

第１章「都市の現況と課題」第１章「都市の現況と課題」
・市全域の都市の現況を整理
・上位・関連計画、市民の意向を把握

し、都市計画区域を中心とした都市
づくりにおける課題を整理

第２章「全体構想：都市の将来像」第２章「全体構想：都市の将来像」
・敦賀市の都市づくりにおける課題を踏まえるとともに、上位計画である「第７次敦賀

市総合計画」などとの整合性を図り、都市の将来像および将来における都市構造を示す

第３章「全体構想：都市整備の方針」第３章「全体構想：都市整備の方針」

・都市計画区域を中心とし、土地利
用、市街地、交通体系のあり方な
ど、分野別の方針を示す

第４章「地域別構想」第４章「地域別構想」

・地域特性に応じ、市内を10地域に区分
・地域別の将来目標、土地利用の方針な

どを示す

第５章「計画の推進に向けて」第５章「計画の推進に向けて」
・計画の推進に向けて、市民・事業者・行政の協働によるまちづくりや計画の適正な運

用・管理の考え方を示す

【都市づくりの将来像】 賑 わ い と 温 も り あ ふ れ る 持 続 可 能 な 都 市 と し て 、賑 わ い と 温 も り あ ふ れ る 持 続 可 能 な 都 市 と し て 、
歴史・文化、産業を育み 住みたくな歴史・文化、産業を育み 住みたくなるまち敦賀るまち敦賀

【都市づくりの基本方針】 都市づくりにおける課題を踏まえた将来像を受けて設定しました。都市づくりにおける課題を踏まえた将来像を受けて設定しました。

<方針①>まちなかを核とした便利で快適なまち
をつくる
・中心市街地や新市街地に都市機能や日常生活サービ

ス機能を集約し、さらなる生活基盤の充実を図る
・居住誘導区域への居住誘導と集約型都市の形成推進
・道路整備や公共交通ネットワークの充実を図る
・公共施設やインフラ施設の総合的管理による持続

可能なまちづくりを推進

<方針②>誰もが安全で安心に暮らせるまちをつくる
・大規模災害に備えた防災・減災対策と原子力安全

対策に取り組む
・保健、医療、子育て環境、福祉機能の充実と相互

ネットワークの強化
・都市や施設のバリアフリー化などによる安心して

暮らせるまちづくりを推進
・特に「共助」による地域コミュニティの活性化の推進

<方針③>賑わいと活気にあふれた住みたくなるまち
をつくる
・多様な産業の活性化に寄与するまちづくりの推進
・雇用や交流の拡大による移住・定住を促進し、賑

わいあふれたまちづくりを推進
・周辺地域と連携しながらモノとエネルギーをつなぐ

広域的経済圏の形成と新たな産業の創出を目指す

<方針④>敦賀市らしいロマン漂う魅力的なまち
をつくる
・敦賀湾、河川、山々など都市を取り巻く豊かな自然

環境と、受け継がれてきた歴史・文化遺産の保全
・自然環境や歴史・文化遺産を生かしながら、都市

と調和した良好な景観を創出

■■全体構想の概要全体構想の概要

■
地
域
別
構
想
の
概
要

■
地
域
別
構
想
の
概
要

　

計
画
で
は
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
の
た
め
、
「
行
政
区
域
全
域
」
を
対

象
区
域
と
し
て
い
ま
す
が
、
市
内
各
地
区

の
特
色
を
い
か
す
た
め
、
10
地
域
に
区
分

し
、
地
域
別
の
構
想
を
設
定
し
ま
し
た
。

地区名 まちづくりのテーマ

⑥松原地域
緑 や 田 園 と 調 和 し た 魅 力 あ る 文緑 や 田 園 と 調 和 し た 魅 力 あ る 文
化・教育のまち化・教育のまち

⑦中郷地域
交通の要所を活かした交流のある交通の要所を活かした交流のある
まちまち

⑧粟野地域
豊かな自然環境と調和した活力あ豊かな自然環境と調和した活力あ
る産業・物流のまちる産業・物流のまち

⑨西浦地域
豊かな地域産業を活かしながら安豊かな地域産業を活かしながら安
全・安心に暮らせるまち全・安心に暮らせるまち

⑩愛発地域
緑豊かな自然環境と歴史・文化を緑豊かな自然環境と歴史・文化を
受け継ぐまち受け継ぐまち

地区名 まちづくりのテーマ

①東浦地域
豊かな自然の継承と活気ある産業の豊かな自然の継承と活気ある産業の
まちまち

②東郷地域
自然と調和し、交通結節機能を活か自然と調和し、交通結節機能を活か
したまちしたまち

③北地域
港町の文化を受け継ぎ、交流や触れ港町の文化を受け継ぎ、交流や触れ
合いのある暮らしやすいまち合いのある暮らしやすいまち

④南地域
敦賀駅を中心とした賑わいと憩いの敦賀駅を中心とした賑わいと憩いの
共存するまち共存するまち

⑤西地域
災害に強い快適な暮らしと、賑わい災害に強い快適な暮らしと、賑わい
や交流を生み出す魅力的なまちや交流を生み出す魅力的なまち

■
計
画
の
推
進
に
向
け
て

■
計
画
の
推
進
に
向
け
て

　

今
後
、
敦
賀
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
立
場
に
応
じ

た
役
割
を
分
担
す
る
と
と
も
に
、
互
い

に
協
力
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
次
に
示
す
内
容
を
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
推
進
し
ま
す
。

①
役
割
分
担
や
推
進
体
制
の
構
築

②
庁
内
組
織
体
制
の
強
化

③
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
機
会
の
拡
大

④
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
人
材
育
成
・
活

動
支
援

⑤
市
民
・
事
業
者
に
対
す
る
情
報
提
供

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
お
お
む
ね
20
年

後
を
展
望
す
る
長
期
計
画
の
た
め
、
進
捗

を
評
価
し
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
関

連
す
る
計
画
の
更
新
な
ど
を
踏
ま
え
、
適

宜
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
計
画
の
一
部
と
み
な

さ
れ
る
立
地
適
正
化
計
画
が
お
お
む
ね

5
年
ご
と
に
評
価
・
見
直
し
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
本
計
画
の
評
価
・
検
証

な
ど
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
適
正
な
運

用
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
掲

載
中
の
計
画
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


